
 

 

 
 

2024 年 2 月 5 日 

 

レゾナックと九州大学、 
資源循環型社会九州モデル構築のための共同事業体を形成 
～九州地区初の廃プラスチックの地産地消型資源循環プロセス確立を目指す～ 

  
株式会社レゾナック(社長：髙橋 秀仁)と国立大学法人九州大学 グリーンテクノロジー研究教育センター

（センター長 林潤一郎）および丸紅株式会社(社長：柿木 真澄)、三井住友信託銀行株式会社（社
長：大山 一也）は、資源循環型社会九州モデル構築のための共同事業体として「知の拠点」(以下 本拠
点)を 2024 年 1 月 9 日に形成しました。本拠点は九州地域において産業界や自治体から排出されるさまざま
な廃棄物や未利用資源を活用する九州地区初の地産地消型プロセスを確立するため、課題を抽出・整理し、
解決するための「協議の場」とすることを目的としています。 

 
     
本拠点では、九州地区における一般・産業廃棄物からのプラスチックの収集・分別・再資源化方法および油

化・資源利用技術に関する事業について、今後 10 年以内に実用化するための方策を検討します。 
 
2022 年 4 月、プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律が施行され、地域レベルでのさらなるプラス

チックの再資源化の取り組みが急務となっている一方で、日本では毎年 800 万トン程度のプラスチック製品が廃
棄されています。また、地球温暖化防止のため温室効果ガスの排出量削減は世界的な課題であり、2050 年ま
でにカーボンネットゼロを目指す脱炭素社会の構築が必達の目標となっています。 
しかし、現状のリサイクルプロセスでは、廃プラスチックの約 60％がサーマルリサイクルされています。この方法では、

廃プラスチックを燃焼させて熱エネルギーとして回収しますが、廃プラスチック中の炭素分は CO2 となって大気中に
排出されてしまいます。従って、脱炭素社会の構築には、廃プラスチックをプラスチック製品に再生する技術として、
マテリアルリサイクルに加えてケミカルリサイクルを社会実装することが必要不可欠です。そこで本拠点では、ケミカ
ルリサイクル中心の設計を実装し脱炭素社会を目指します。 

 
当社は川崎事業所(神奈川県川崎市)において廃プラスチックのケミカルリサイクルプラント（KPR）を 20年以

上稼働し、廃プラスチック由来の水素・アンモニアを生産しています。しかし九州地域は首都圏と比較し人口密
度が低く廃プラスチック等の資源が分散していることから、まずは小型分散型、地産地消のプロセスの導入を検
討します。当社は各地域から排出される廃プラスチックを石油代替資源として活用、当社大分コンビナート（大



分県大分市）において基礎化学製品に転換することで、将来的にはプラスチックに戻すことを目標としております。 
 
当社は多くの企業や自治体、既存の廃棄物リサイクルプロセスとも連携することで、九州地区から排出された

廃プラスチックを九州圏内で基礎化学品に変換する、九州地区初の試みとなる地産地消型プロセスを確立しま
す。そして「ゼロカーボン」「環境保全」と「経済循環」を両立させる資源循環型社会九州モデルの構築に貢献し
てまいります。 

 
「知の拠点」イメージ 

 
 
 
廃プラスチックを基礎化学製品に転換することで、石
油代替資源として活用し、プラスチックに戻すことが
可能です。 
 
 
 
 

 
以上 

 
【Resonac（レゾナック）グループについて】 
レゾナックグループは、半導体・電子材料、モビリティ、イノベーション材料、ケミカル等を展開し、川中から川下まで
幅広い素材・先端材料テクノロジーを持つ化学会社です。2023 年 1 月に昭和電工グループと昭和電工マテリ
アルズグループ（旧日立化成グループ）が統合し、新たなスタートを切りました。新社名の「Resonac」は、英語の
「RESONATE：共鳴する・響き渡る」と、Chemistry の「C」を組み合せて生まれました。レゾナックは「共創型化
学会社」として、共創を通じて持続的な成長と企業価値の向上を目指しています。2022 年度の売上高は約 1
兆 4 千億円、うち海外売上高が 56％を占め、世界 22 の国や地域にある製造・販売拠点でグローバルに事業
を展開しています(2023 年 1 月時点)。詳しくはウェブサイトをご覧ください。 
株式会社レゾナック・ホールディングス https://www.resonac.com/jp/ 
 
◆ 本件に関するお問い合わせ先    

株式会社レゾナック・ホールディングス  
ブランド・コミュニケーション部 広報グループ 
TEL 03-6263-8002 

https://www.resonac.com/jp/

